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日本に侵入 した外来植物は,外 来雑草 となっ
て作物生産を阻害 した り市街地環境 を悪化 させ
るだけでなく,既 存生態系を撹乱 して我が国の
植物多様性保全上の問題になってヤ・る・
明治初期に 日本に帰化 した ヒメムカシヨモギ
(σoπッ2αeα融 πsε(L.)Cronquist)と,大 正




て扱われる.両 種 は,キ ク科(Asteraceae)イ




しか し,ヒ メムカシヨモギが 日本全域 に分布 を
拡大 しているのに対 し,オ オアレチノギクでは,
北海道や東北地方の一部な どみ北 日本 では分布
していない地域 があ り,両 種の分布範 囲に差異
があることが確認 されている(長 田1967,北 村
1982).
オオアレチ ノギクは,晩 夏から秋にかけて種
子が発芽 した後,ロ ゼ ッ トを形成 し越冬す6.
そ して翌年 の夏か ら秋にかけて生殖成長 に移行
し開花結実に至 る二年生型の生活環を示す.こ
のことから本種 は,二 年生植物に分類 され る.
一方
,ヒ メムカシヨモギは,二 年生型 の生活環
に加 えて,春 に発芽 し当年 中に開花に至 る一年






長 くなった りす る可変的な生活環 を持つ種類 の
方 が多 い こ とが 明 らかに され て きた(河 野
1982).こ の可変的な生活環を備えた植物群は,
生活環 を単一 とす る植物群に比べ,よ り広範囲














1.ヒ メムカシヨモギ とオオア レチノギクの分布 方の全ての調査地で生育が確認 されたことから,
と集団内の一年生型/二 年生型個体比率 本種の分布 は北 日本の全域に及んでいると考え

















































図1北 海着 東北地方におけるヒメムカシヨモギ地域集団の一年生型と二年生型の個体諏此率.1997年6月 ～7






道 東地域(オ ホーツク海沿岸,釧 路平野な ど)
の集団では一年生型個体の比率が著 しく高いこ
とが判明 した.一 方,道 央地域,道 南地域(富
良野盆:地,石 狩平野,渡 島半島な ど)で は,各
集団がほぼ二年生型個体で構成 されていた.ま
た,名 寄盆:地,上 川盆地,十 勝平野の集団では,
両型の個体が混生していた.
東北地方では,内 陸地域(大 館盆地,北 上盆
地,新 庄盆地な ど)の 集団で一年生型個体の比
率が高 く,日 本海お よび太平洋 沿岸地域では二
年生型個体の比率が高い集団が多かった.
オオアレチ ノギクは,北 海道での生育は確認
されず,分 布 の北限は東北地方であると考 えら
れ 喬(図2).連 続 した生育域 の北限は,青 森県
弘前市(日 本海側)～ 山形県新庄市(内 陸)～
宮城県古川市(内 陸)～ 岩手県陸前高田市(太
平洋 側)を 結んだライ ンであった.し か しこの
ラインより以北にあたる岩手県 の水沢市,一 関
市,お よび宮古市でも隔離分布が確認できた(図























































判明した.ま た,北 広島市は,北 海道で最 も無
積雪 日の 日最低気温の平均値が高 くなる地域で
ある.こ こではヒメムカシ ヨモギは若≠越冬で
きたが,オ オア レチノギクは全て枯死 したこと
か ら,北 海道ヘオオア レチノギクは侵入できな
いことも推察 された.
、積雪の少ない寒冷地域では,冬 の凍結,霜 柱,



































無 積雪 日の 日最 低 気温 の平 均値(℃)
図3.北 海道,東 北地方におけるヒメムカシヨモ
ギ地域集団の二年生型個体比率 と気象要因の関
係.図1に 示 した二年生型個体の比率 と,そ の
調査地点に最も近いアメダスの気象データ(1996
年11月 ～1997年4月)か ら解析 した気象要因






























1998年8月 か ら育成 した ロゼ ッ トを10.月 に ・3




,ロ ゼ ッ ト










月に発芽 させ開花状況をみた ところ,ヒ メムカ
シヨモギでは,埋 土 した種子は当秋 に開花に至
ったが,埋 土 していない種子は開花 に至 らなか
った.一 方,オ オア レチ ノギクでは,埋 土 した
種子,埋 土 しなかった種子の両方 とも,一 般的
な開花時期である9月 になって も開花に至 る個
体はほとんど観察できなかった(図4).
次に,4℃ の湿潤状態で90日 間低温処理 した
ヒメムカシヨモギの未発芽種子を5月 から1カ
月毎に発芽 させ開花状況を調査 した.葉 数がお
よそ30に 達すると9月 以降の短 日旧長 を感受 し
て,当 年中に花芽が形成された(図5).こ の際,
ヒメムカシ ヨモギの種子は,低 温処理後長期間
乾燥 させても枯死することなく,再 吸水 させれ
ば正常に発芽 し当年 中に抽苔,開 花す ることを

















図4冬 期 間の埋 土処理 が開花 に与え る影響.11
月 か ら4月 まで野外 に埋 土 した種子 と,風 乾 し
た未処理 の種子 を5月 に播種 し,野 外 で栽培 し
開花状況 を調 査 した.●=冬 期 間埋 土処理 を し
た種 子 か ら発 芽 した ヒメ ムカ シ ヨモ ギ,○:風
乾 した未 処理 の種 子 か ら発 芽 した ヒメム カ シ ヨ
モ ギ,■:冬 期 間埋土処 理 を した種子 か ら発 芽
したオ オア レチ ノギ ク,[コ:風 乾 した未 処 理 の















図5低 温処理 を した ヒメムカ シヨモギ種子 の発
芽時期の差異 が開花 に与 え る影響.4℃ の湿潤 状
態で90日 間低 温処理 を した ヒメムカシ ヨモ ギの
未発芽種子 を,1ヶ 月毎 に発 芽 させ,開 花状 況 を
調 査 した.プ ロ ッ トは,調 査個 体 ごとの 開花 日
と開花時 の葉数 を示す.O:5月 発芽,△:6月
発芽,□:7月 発 芽,◇:8月 発芽。
ギクは,未 発芽種子バーナ リゼーションの性質
を有 してお らず,緑 植物バーナ リゼー シ ョンの
みに依存 した生活環を持っ絶対的二年生植物で
あった.未 発芽種子バーナ リゼーシ ョンは,春
発芽に由来す る一年生型生活環の成立に深 く関
一6一
与 していることか ら,生 態学的には催芽種子を
対象 とする種子バーナ リゼーシ ョン,お よび ロ





生育す るヒメムカシヨモギは,秋 発芽を抑制 し
一年生型個体群 を形成す るための発芽戦略が存
在す るのではないか と推察 された.そ こで本章
では,一 年生型個体群の形成 と発芽特性 との関
わ りについて解析 した.
比率調査を行った32地 点か ら採集 したヒメム
カシヨモギの種子は,23℃ の恒温条件下で発芽
させたが,全 ての系統で90%以 上の高い最終発
芽率を示 し,一 年生型個体比率 と一次休眠性 と
の間の相関は低かった(r=0。172つ.ま た一年生
型個体比率 と低温下での発芽率 との関係 を見た
ところ,発 芽率が低下す る系統はあったが,両
変数の相 関は低 くかっ牽(図6).し か し,一 年
生型個体比率 と発芽の不斉一性 との関係 を系統
間で比較 した結果,高 い相関があった(図7).
この ことか ら1寒 冷地域に分布 を拡大 したヒメ
ムカシ ヨモ ギは,集 団内の発芽の不斉一性を増
大させ ることで一年生型の個体 となる埋土種子
群 を形成す る方 向に働 くと考 えられ,寒 冷地で





























ヒメムカシ ヨモギは 自殖性であるため,本 実験
には栽培実験で結実 した種子を用いてお こなっ

































発 芽 の 不 斉 一 性
4.00
図7一 年生型個体比率 と発芽の不斉一性 との関
係.ヒ メムカシ ヨモギは 自殖性 であるため,本
実験には栽培実験で結実 した種子を用いておこ
なった.発 芽の不斉一性は,H:eydecker(1973)
の方法に従い求 めた.数 値が高いほ ど発芽の不
斉一性が高く,っ ま り発芽にば らつ きがあるこ
とになる.
まとめ
ヒメムカシ ヨモギは,北 海道,東 北地方の全
域に生育 しているのに対 し,オ オア レチノギク
は,東 北地方南部か ら以北にあたる地域では生
育 していなかった.こ の生育できる地域 の差異
を解明す るため両種 の花成誘導刺激感受性の獲
得方法を解析 した結果,未 発芽種子バーナ リゼ
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一ションの性質の存在が明 らかになった.ヒ メ
ムカシ ヨモギは,こ の未発芽種子バーナ リゼー
ションの性質を有 し,冬 期 の低温をロゼ ッ トに
よる緑植物バーナ リゼーシ ョンだけでなく未発
芽種子で も感応 し花成誘導刺激の感受性 を獲得
していた.こ の性質を有す るヒメムカシヨモギ
は,春 に発芽 した種子が当年中に開花,結 実で
きるため,可 塑的に二年生型生活環 と共に一年
生型生活環をも発現できる一 ・二年生植物であ
った.さ らに ヒメムカシヨモギは,寒 冷地域で
の生育 を有利にするために一年生型個体の比率
を高めるよ うに肇芽特性を分化 させ適応 して来
たと考 えられる.こ れ らのことから,二 年生型
生活環では生育できない北海道東部や東北地方
の内陸 ような冬期の気象環境 が厳 しい地域にお
いて も,春 発芽に由来する一年生型個体を中心
とした集 団を構成することで分布の拡大や生育
を可能に したと考え られ る.一 方,オ オアレチ
ノギクは,未 発芽種子バーナ リゼー シ ョシの性
質を持たない絶対的二年生植物であった.本 種
の花成誘導刺激感受性は,種 子が秋 に発芽 しロ
ゼ ッ トで越冬することで緑植物バーナ リゼー シ
ョンが誘導 され獲得する.こ の二年生型生活環
のみに依存することが寒冷地における生育の制
限要因 となっていると考え られた.こ のように
植物の生活環の特性によって分布域に差が生 じ
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論 文 審 査 結 果 要 旨
海外からもたらされた侵入生物は,日 本における既存の生態系を撹乱する恐れがあると指摘されている。
その一つの問題 として外来雑草の侵入 と拡散がある。外来雑草の農耕地への侵入は,農 耕地を汚染する
ことで作物生産などの農業活動を阻害 し,独 自に確i立されてきた我が国の農業体系,さ らに固有の生態
系に著 しい悪影響 を及ぼしかねない懸念がある。そのため外来雑草の侵入と拡散を防止する方法は,植
物多様性保全上からも策定が急務 となりつつある。分類学的に近縁なヒメムカシヨモギとオオアレチノ
ギクは,荒 れ地や休耕地などに群生する強害非農耕地雑草であ り,帰 化後急速に日本全国に分布を拡大
したことか ら問題視 されている。本論文は,両 種の分布と生活環を比較生態学的手法によって解析する
ことで,雑 草の侵入 と拡散要因を明らかにする目的で行われた。
本論文では,は じめに,ヒ メムカシヨモギは,北 海道,東 北地方の全域に生育 しているのに対 し,オ
オアレチノギクは,東 北地方南部から以北にあたる地域では生育 しておらず,寒 冷地での生育範囲に差
異があることを明らかにし,両 種間の侵入能力の差 を示唆 した。次に,両 種の生活環を解明するため花
成誘導刺激感受性の獲得方法を解析 した結果,未 発芽種子バーナリゼーションの性質の存在 を解明 し定
義 した。ヒメムカシヨモギとオオアレチノギクは共に,秋 に形成されたロゼットが越冬時に緑植物バー
ナリゼーションを誘導 し開花できる二年生植物であるが,ヒ メムカシヨモギに関しては,未 発芽種子で
もバーナリゼーションを誘導でき,春 に発芽 した種子が当年中に開花に至る一年隼型生活環をも発現で
きる一 ・二年生植物であったことを明らかにした。この一年生型生活環は,冬 期の気象環境が厳 しい地
域においても春発芽に由来する一年生型固体を中心 とした集団を構成できることで,生 育や分布域の拡
大を可能とする重要な生態的要因であることを解明 した。一方,オ オアレチノギクは,未 発芽種子バー
ナリゼーショツの性質をもたない絶対的二年生植物であったため,単 一の生活環に依存することは,環
境によって生育が制限される要因となっていることを考察 した。
このように植物の生活環の特性によって分布域に差が生 じる事を明らかにした報告例はな く,本 研究
内容は,外 来雑草を含む植物の分布拡大要因を考察する上で,ま た地域によって発生消長や発生量が異
なることから地域密着型の雑草防除法を策定する上で有意義であると評価 した。したがって審査員一同は,
本論文の著者に対 して博士(農 学)の 学位を授与するに値すると判定 した。
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